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Scaling mind reading beyond the lab

マインドリーディングの日常環境への展開

実世界を見る眼や脳からココロを理解する

どんな研究
複雑な日常環境の中でヒトの脳がどのように働いているか、またその状態を推定することはできるか、につい
ては未知の点が多くあります。ここでは、運転や動画視聴といった自然な行動中の眼や脳の情報を用いて、注
意の向き・対象や動画の知覚イメージを推定する研究群を紹介します。

どこが凄い
本研究では、比較的単純なココロの読み取りを対象としてきた従来の実験室研究のノウハウを応用して、より
高次の情報である複雑な実世界環境下における注意の向き方や集中の度合い、動画に対する知覚イメージなど
を読み取ることに成功しました。

めざす未来
個人の特性や状態に応じて情報の提示方法や対話のあり方を調整することで、より良いコミュニケーションを
実現できる未来をめざします。自動車運転の例では、漫然状態などを検出するドライバーモニタリングシステ
ムへの応用が期待されます。
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